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第73回 国民体育大会（福井県）における2020年オリンピック対策イベント事業 

平成30年度（2018年度）全国女子水球都道府県対抗戦 

 

◇主  催  (公財)日本体育協会・(公財)日本水泳連盟 

◇主  管  福井県水泳連盟・石川県水泳協会 

◇協  力  「福井しあわせ元気」国体・障害者スポーツ大会実行委員会・金沢市 

◇期  日  平成30年９月12日（水）・13日（木）  

       福井しあわせ元気国体水泳競技大会水球競技（少年男子）の２日目・３日目に同時に行う。 

◇会  場  金沢プール（石川県金沢市） 

◇競技種目、参加制限 

種  別 監督 選  手 参加都道府県 計 

女子（成年・少年共通） １ 11 12 144 

（１）都道府県対抗で実施し、各都道府県の代表チームは、混成・単独いずれのチームでもよい。 

（２）ブロック大会区分および代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 出場チーム ブロック名 出場チーム  

北 海 道 

東   北 
１ 

近   畿 ２  

中   国 １  

関   東 ３ 四   国 １  

北 信 越 １ 九   州 １  

東   海 １ 開 催 県 １ ＊開催県は主管する都道府県 

（３）原則として、各地域ブロックにおいて適正な方法で予選会を開催し、代表チームを決定する。 

（４）地域予選に参加するチームが地域枠に満たない場合、日本水泳連盟水球委員会競技運営部において抽

選を行い、他のブロックに振り分けるものとする。 

◇競技方法 

  (公財)日本水泳連盟水球競技規則によるもののほか、次による。 

（１）試合形式 

  予選リーグ（３チーム４ブロック）を行い、各ブロック１位の４チームによる決勝トーナメントを行う。 

  予選リーグのブロック分けについては、同地域ブロックの都道府県が、同じ予選ブロックに入らないよ

う配慮する。 

（２）競技時間 

  予選リーグ及び決勝トーナメント１回戦（準決勝）  正味５分×４ピリオド 

  決勝戦  正味８分×４ピリオド 

（３）予選リーグの順位決定方式 

  予選リーグは、勝ち点制（勝ち３点・引き分け１点・負け０点）により順位を決定する。勝ち点同点の

場合は、水球競技ハンドブックの「タイブレーク方式」によって順位を決定する。棄権は０－20で敗戦と

する。ただし、「タイブレーク方式」により棄権による負けと通常の負けを比較する場合、棄権による負

けを下位とする。 

（４）ボール 

  (公財)日本水泳連盟一般女子公認球 

（５）タイムアウト 

  全ての試合について１試合２回とする。ただし、１ピリオドに２回のタイムアウトをとることはできな

い。 

（６）エントリーは11名までとする。控えのＧＫは、No.13として競技参加しフィールダーも兼務（フィール
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ダー用の帽子を着用）できる。控えＧＫ登録のない場合については、13人制ルールにおけるＧＫ交代の

運用による。 

◇競技日程   

  12日（水）  予選リーグ（12試合） 全てダイビングプールで行う 

  13日（木）  決勝トーナメント１回戦（準決勝２試合）ダイビングプール 

         決勝戦 国体少年男子決勝戦前にメインプールで行う 

◇順  位   

  準決勝の敗者２チームを３位、予選リーグ２位４チームを５位とする。 

◇参加資格、選手の年齢基準及び所属都道府県（国体水泳競技に準ずる） 

（１）(公財)日本水泳連盟競技者登録〔水球〕（2018年度）完了者。平成16年４月１日以前に生まれた者。        

（２）少年種別年齢域（中学３年生から高校３年生まで）にあたる者の所属 

   生徒（高等専門学校を含む）は学校所在地から参加し、第１学年を除き在学１年未満の者は参加でき

ない。 

   生徒以外の少年は、居住地を示す現住所の都道府県からそれぞれ参加する。 

（３）成年種別年齢域（大会開催年の４月１日現在、18歳以上の者）にあたる者の所属 

   学生は卒業中学校または卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道府県から「ふるさと選手制度」

を活用し参加する。 

   学生以外の成年は、居住地を示す現住所、勤務地、「ふるさと」のいずれかが属する都道府県を選択

することができる。 

（４）監督は、(公財)日本体育協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認水泳コーチ、公認水泳上級コー

チ、公認水泳教師、公認水泳上級教師、あるいは公認水泳指導員、公認水泳上級指導員のいずれかの資

格を有する者とする。 

（５）エントリー締め切り以降に参加予定選手が病気やけが等で出場できなくなった場合は、所定の手続き

を経て代わりの選手が出場することができる。 

◇申込方法 

  参加チームは所定の参加申込書（本連盟ＨＰからダウンロードする）に必要事項を記入（入力）し、プ

リントアウトした書面に所属加盟団体の参加承認（承認印）を経た上、申込金の振込受領証のコピーを添

えて郵送（発送記録の残る方式を利用）にて下記宛まで申込むこと。さらに、申込書のデータを添付して、

下記アドレスに電子メールで送信すること。 

 ＜留意事項＞ 

  ① 選手の番号は、必ず試合時における帽子の番号と同一とすること。備考欄にキャプテンは「〇」を

記載すること。 

  ② 備考欄に少年種別年齢域の選手は、学校名。成年種別年齢域の学生は、卒業中学校または卒業高等

学校名。学生以外の成年は現住所、勤務地、「ふるさと」のいずれかの選択を記載すること。 

  【申込先】 

   〒150-8050 東京都渋谷区神南１－１－１ 岸記念体育会館内 (公財)日本水泳連盟 

         全国女子水球都道府県対抗戦 事務局 宛 

         TEL 03-3481-2306  FAX 03-3481-0942 

  【申込書データ送信先】 

   女子対抗戦実行委員会  E-mail：wp_inter-pref_women@googlegroups.com 

  【申込締切日】 

   平成30年８月20日（月） 

  【申込金】 

   申込金 40,000円 

郵便振替口座 東京 ００１３０－１－５１７８ (公財)日本水泳連盟 

   ※郵便局備え付けの振込用紙の通信欄に下記を明記し、振り込み受領書のコピーを申込書に添付する
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こと。 

    ① 大会名（＝全国女子水球都道府県対抗戦）    ② 都道府県名 

    ③ 申込者氏名                  ④ 申込者の連絡先（携帯電話番号など） 

◇組合せ抽選会 

  平成30年８月27日（月）午前10時 岸記念体育会館 会議室 

  福井国体少年男子組合せ抽選会と同時に行う。 

◇表  彰 

  １位～３位（２チーム）までを表彰する。 

◇監督者会議 

  ９月11日（火）15時30分  金沢勤労者プラザ103研修室 

◇問合せ先（担当者） 

  (公財)日本水泳連盟 水球委員会 競技本部 運営部  田沼 高実 

  携帯電話：090-4390-8411  E-mail：wp_inter-pref_women@googlegroups.com 

◇宿泊・弁当 

  別紙宿泊要項により確認すること。 

◇そ の 他 

（１）参加チームは、各加盟団体統一のユニフォーム、水着を着用すること。 

（２）参加チームは、参加者が負傷した場合等に備え、イベント保険等に加入しておくこと。 

 


